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 するワンポイント情報誌

新しい生活様式の定着やワクチン接種が進んだことにより、新型
コロナの感染拡大が収まりを見せ、経済活動の再開に向けた動きが
活発化してきました。その一方で、本県では人口減少や少子高齢化
が急速に進み、地域経済は依然として厳しい状況にあります。

県内 21 商工会と県連合会は、商工会創生プランのもと、事業者
支援の更なる強化に加え、県内の様々な地域課題に一丸となって立
ち向かい、地域経済活性化の実現に向けて商工会活動を推進して
いきます。

本号では、去る 10 月 27 日に開催した商工会連合会創立 60 周
年記念「秋田県商工会大会」で講師を務めた国際教養大学のカセ
ム学長と県連合会大森会長が、秋田県経済の活性化について語り
あった対談の内容を紹介します。

国際教養大学カセム学長（右）と県連合会大森会長の対談
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協働し価値を生み出していく時代へ
～秋田県の魅力を活かした地域経済活性化に向けて～

モンテ・カセム 氏

特別
対談
1 秋田県の魅力について 地域経済活性化に向けて2

秋田県は、美しい自然があり、古き良き文化が
根付いている

今こそ、商工会が企画力を発揮して地方に価
値を生み出していく時

1947年スリランカ生まれ。スリランカ大学卒業後、1972年来日。東京大学大学院で都市工学を学び、三井建設、国際連合地域開発セン
ターなどを経て1994年立命館大学教授に就任。立命館アジア太平洋大学学長、学校法人立命館副総長、大学院大学至善館学長を歴任。専
門は環境とライフサイエンス。2021年6月から現職。
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大森会長　カセム学長は秋田に対してどのような印象を
お持ちですか。

カセム学長　秋田を初めて訪れたのは、１９７５年頃
で、その時は世界遺産である白神山地に行きました。自
然が好きなので、国際教養大学学長に就任する前から、
秋田には何度か来たことがあります。秋田の魅力・強み
は、「美しい自然がある」ことと「古き良き文化が根付
いている」ことです。

大森会長　秋田は豊かな自然やそれぞれの地域に根付い
た伝統文化があるなど大変恵まれた県です。近年では、
再生可能エネルギーに注目が集まっていることから、特
に風力を活用した取組が盛んです。

カセム学長　今、洋上風力については、日本のエネル
ギー安全保障面からも大事であり、秋田県にこれまでに
ない大きな投資が入ります。10年スパンで考えると数千
億円の投資が数兆円の収益を生み出すと言われていま
す。地域経済にとってこのチャンスを活かしていくこと
が重要だと実感しています。

大森会長　県内２１商工会と県連合会では第２期商工会
創生プラン（仮称）のもと、地域経済活性化の取組を進
めようとしています。どのようなことが重要だとお考え
ですか。

カセム学長　商工会組織が一丸となって、社会経済およ
び環境面で新しい価値を創造していくことが重要だと思
います。問題ばかりに目を向けるのではなく、その裏側
にある可能性を見出すことです。このことが課題を超え
て価値を創造していくことにつながります。

大森会長　地域経済活性化の視点を盛り込んだ２期プラ
ンの策定にあたり、各商工会地域の経済分析を行い、活
性化の方策を模索しています。

カセム学長　それは良い取組ですね。多くの課題に直面
している地方が、今こそ素晴らしい企画を出して、国を
動かすような取組をしていくべきです。

大森会長　ご指摘のとおり、地方の価値を生み出す企画
力が重要なポイントですね。今後、地域経済の活性化の
ための企画を検討し、実行に努めていきます。

カセム学長　未来の成長のために過去の負の遺産を整理
しなければならない時期にきています。地域や組織も
もっと自信をもって自立しなければなりません。その自
立のために、大学と商工会、地域が協働して地域経済の
活性化と未来に向けて、暮らし方、働き方、遊び方の革
新的モデルを提示し、2期プランに取り組んでいただけた
らと思います。

国際教養大学 学長 モンテ・カセム
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～秋田県の魅力を活かした地域経済活性化に向けて～

大森 三四郎（白神八峰商工会 会長）

地域課題解決のために 協働と連携を活かした取組3 4
地域課題を解決するためには、連携や協働し
た取組が重要になる

２期プランの推進にあたり大学などとの協働
や連携が必要になる

大森グループ代表。建設業を中心に運送業、製造業、環境事業、介護サービス業、飲食業等、地域のニーズに合わせた事業に取り組んでい
る。2003年に八森峰浜商工会（現白神八峰商工会）会長に就任。2009年県連合会理事、2014年から県連合会副会長、2021年5月27
日より現職。
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大森会長　商工会は事業者同士の連携や政官財（政治・
行政・民間）の地域内連携の取組を進めなければならな
いと思っています。先ほど学長がお話しされた「価値を
生み出す取組」について、そのポイントや具体的な事例
などをお聞かせください。

カセム学長　価値を生み出す上で、個々の取組だけでは
限界があり、これからは協働の時代になると思っていま
す。例えば、スリランカの地域課題を解決するため、日
本の若手技術者とベンチャー企業が、現地と協働した事
例があります。スリランカ国民の足となる「トゥクトゥ
ク」を電動化しDX技術を導入することで、より高性能
に、より安価に改良しました。数多くの新興国を市場と
して目指しています。国境を越えて協働し、豊かな発想
を融合させたことで、新しい価値が生まれたということ
です。この様な取組は秋田県でも活用できます。

大森会長　２期プランにおいて、連携や協働を重視した
様々な取組を盛り込んでいます。学長がおっしゃるよう
に、個々で取り組むのではなく、関係各所と一体となっ
て頑張ることが大切ですね。

カセム学長　秋田において、新しい価値を創造していく
ためにも、域内だけではなく域外にも目を向けて、世代
を超えた交流を盛んにしてほしいと思っています。

大森会長　この対談を踏まえ、今後、しっかりと実行に
移し具体化していきたいと思います。

カセム学長　何よりも、考えを行動に移さない限り、喜
びを味わうことはできません。その喜びや達成感を求め
て、皆さんの新しいプランが成し遂げられたら幸いと思
います。

大森会長　商工会組織として、様々な環境変化に対応し
ていくための改革を行っていく時期と考えています。２
期プランの推進にあたり、大学との協働・連携を模索し
ていきたいです。

カセム学長　本学としても、商工会や秋田県内の事業者
の方々と協働し、新しい価値を生み出していける環境を
作っていきたいです。

大森会長　本日は、今後の商工会活動を考える上で、非常
に参考となるお話を聞かせていただき、ありがとうござい
ました。国際教養大学と連携して秋田の諸課題解決に貢献
できればと思いますので、よろしくお願いします。

現地との協働により改良を加えたスリランカの「トゥクトゥク」

秋田県商工会連合会 会長大森 三四郎
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「第２期商工会創生プラン（仮称）」の紹介
　令和４年４月を始期とする「第２期商工会創生プラン（仮称）」では、個社支援の更なる強化
に加え、秋田の魅力を活かした地域経済の活性化を目指し、県内２１商工会と県連合会が、それ
ぞれのアクションプログラムに基づいた取組を推進していきます。
　アクションプログラムは、共に取り組む共通戦略と、それぞれの地域の強みを活かした独自
戦略から構成されています。
　独自戦略は、各地域の経済分析に基づいた「域外市場産業強化」や「域内市場産業強化」に関
する内容であり、地域経済の活性化実現に向けた取組の象徴で、２期プランの目玉となります。

　県連合会は、「２１商工会の弛まぬ挑戦に寄り添う連合会」を目指し、２つの独自戦略を設定し、４
つの施策を展開することで県内経済の活性化を支援することとしています。

県連合会のアクションプログラムにおける独自戦略

県内２１商工会の独自戦略
　各商工会が地域の実態を踏まえて設定した「目指す姿」と、その実現のための独自戦略について
は、次号にて紹介します。

存在意義の高い革新的な商工会の構築 商工会ならではの地域経済活性化策の推進
独自戦略1

時代の変化に対応
した商工会業務の
改革

施策①

究極的な成果を生
み出すための商工
会評価制度の導入

施策②

商工会による地域
経済活性化施策の
研究・形成

施策①

地域型ビジネスに
つながる商工会事
業の開発

施策②

独自戦略2

目 指 す 姿
21商工会の弛まぬ挑戦に寄り添う連合会

※この紙は再生紙を使用しています。
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